
	
 

様式 C-19	
 

科学研究費補助金研究成果報告書	
 

平成２３年	
 ５月２７日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
	
 本研究では設計段階に生じる「ものの形状や性状」そのものに対する要求を新たに「構法属性

要求」と定義し、関係する建築構法を手法の原理と適応箇所の 2軸から成るマトリクスを用いて、

網羅的かつ体系的に整理している。構法属性要求は視線の制御など擬似的な手法によって実現す

る例が多く、他の断熱や構造性能の確保など根源的な要求との調整による実現を基本としている

点が特徴となる。本研究ではこれらの実現手法についても類型化し、全体像を示している。	
 

	
 

研究成果の概要（英文）：	
 

This	
 study	
 defined	
 “Qualitative	
 Demands”,	
 as	
 a	
 new	
 term	
 of	
 demands	
 on	
 physical	
 property	
 

of	
 design,	
 to	
 make	
 clear	
 one	
 of	
 the	
 aspect	
 of	
 architectural	
 planning	
 system,	
 with	
 matrix	
 

method	
 defined	
 with	
 two	
 axis,	
 principle	
 and	
 architectural	
 level.	
 We	
 can	
 find	
 typical	
 

methods	
 to	
 solve	
 “Qualitative	
 Demands”	
 are	
 focused	
 on	
 detour	
 way	
 such	
 as	
 control	
 of	
 sense	
 

or	
 concealment	
 of	
 elements.	
 Finally,	
 we	
 can	
 make	
 clear	
 a	
 typology	
 of	
 methods	
 that	
 could	
 

realize	
 “Qualitative	
 Demands”	
 on	
 architectural	
 planning.	
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１．研究開始当初の背景 
	
 建築構法には多種多様な形態があるが、こ

れらを体系的に実現する行為にあっては、設

計者は理論や経験則などあらゆる選択を重ね

て採用する構法を決定している。長らく、こ

れらの構法の選択にはどのような種類やパタ

ーンが存在し、それらがどのような理論的背

景を有しているのかは必ずしも解明されてお

らず、関連する知識の共有や伝達という観点

で大きな問題があった。筆者らは各構法の適

応範囲別に構法に対する「要求」とその「制

御原理」から構法を体系的に整理する一連の

研究を通じて、現存する多様な構法の全体像

を明らかにするとともに、その原理原則や理
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論上あり得る手法の開発支援に至るまで様々

な範囲で成果を応用してきた。 
２．研究の目的 
	
 本研究では、特に建築設計の初期段階に着

目し、構法とその成立背景の把握の整理を試

みた。一般にこの段階においては、様々なレ

ベルのデザインは現象に対する要求からの視

点ではなく、空間や部位の形状や性質、すな

わち建築の属性そのものに対する要求から決

定されているように見受けられる。このよう

な要求については、既往研究では検討されて

おらず、実際の構法選択の理論的背景につい

ては不明な部分も多い。本研究ではこの構法

の属性そのものに対する要求を新たに「構法

属性要求」と定義し、この要求に基づき様々

な設計上の手法の全体像を網羅・体系化する

ことを目的とする。主な検討項目は以下の 4
つである。 
①「構法属性要求」の種類の把握 
②「構法属性要求」の発生とその背景の分析 
③「構法属性要求」の実現手法の実例収集 
③構法の体系化マトリクスを利用した「構法

属性要求」に対応する手法およびその組み合

わせの抽出 
 
３．研究の方法 
１）研究対象 
	
 「構法属性要求」には様々な種類が想定さ

れるが、本研究ではその全貌把握の手がかり

として、事前調査の結果に基づき建築のファ

サードを第一の具体的な対象として検討する。

対象とした理由には、ファサードが建築の印

象を形成する重要な部位であり、これに対す

る設計上の要求は、構法的なものよりも形状

や見え方などの属性に関するものが主となり

やすいこと、またファサードの構法的手法は

多様かつ難解であり、設計の初期段階におい

ては構法属性要求が先行する傾向にあること

が挙げられる。本研究ではファサードに対す

る調査結果を基に、階段や手すり、さらには

内外装の接合部など建築のデザイン上重要思

われる部位に対象を拡大した。 
２）研究手法 
研究の基本的な流れは以下通りである。 
①実例収集 
	
 ファサード、階段、手摺に関連する詳細図

面を収集する。図面収集には以下の資料を利

用する。 
雑誌：国内外数誌、過去 30年分程度 
関連図書：国内外の専門図書ならびに図集等 
カタログ類：企業や設計者等に依頼し収集 
	
 カタログ類の収集と同時に関係者に対して

ヒアリング調査も行い、資料の充実を図る。

収集した図面資料から構法的手法を抽出し、

それぞれについて手法実例カードを作成して

データベースの構築を図る。 
②属性の分類 
	
 ファサード、階段、手摺を構成するディテ

ールの内包する属性を分類する 
○属性の基本的分類(既往研究より) 
位置・方向・形状・量・質・エネルギー状態 
	
 これを基に、ファサード、階段、手摺にお

ける属性の実態を把握する 
○基本的分類の細分化：属性の位置と内容 
○属性の変化可能性	
 ：操作パターンの抽出 
	
 構法属性要求は「操作可能な属性を変化さ

せようとする要求」と定義できる 
	
 上記の検討を経て、構法属性要求の範囲と

種類を確定する 
③構法の分類 
	
 ファサード、階段、手摺の構成を精査し、

レベル・要素の全体像を把握する 
	
 構法レベルの範囲の確定 
：全体＞部分＞部品＞材料 
	
 構法の構成要素の把握 
：それぞれに含まれる要素の抽出 
④属性の操作内容の抽出 
	
 ②で得た属性の操作パターンを実例と理論

的検討の両面から抽出し、属性の変化とその

範囲を把握する。次に構法属性要求と構法レ

ベルの関連性、また実現の可否を検討する。

これによって、構法属性要求が加えられる建

築的部位を特定することが可能となる。 
⑤制御原理の抽出 
	
 ④で明らかとなった属性の操作要求を比較

検討し、操作原理を抽出する。 
⑥手法の体系化 
	
 構法レベル・構成要素と制御原理の二軸か

ら成るマトリクスを作成し、ここに構法的手

法を当てはめる。これにより、各構法的手法

がどの部位においてどのような構法属性要求

を満たすことが可能かを一覧表の上で検討す

ることができる資料が作成される。 
⑦分析・まとめ 
	
 ⑥の過程を経て構法属性要求と設計手法の

対応関係が明らかになる。構成要素に関して

は、関連するあらゆる構法がレベル別に整理

された状態で整理される。構法属性要求に関

しては操作可能な属性の種類と操作内容を網

羅的に整理した資料が作成される。これらを

あわせると、ある構法属性要求を満たす際に

必要な操作の種類とこれを適応させる部位の

選択肢を把握することが可能となる。構法属

性要求と対応手法の関係については、いくつ

か実例を取り上げて精査し、分析手法の妥当

性について検証を行い、研究のまとめとする。 



４．研究成果 
（１）ファサードの構法属性要求 
①研究対象 
	
 雑誌「ディテール」、「建築ディテール修正」、

「Detail Japan」などを主な対象として、建
築ファサードに対する具体的な手法を収集し、

分析した。対象とした建築事例は延べ 425件
である。ここから手法事例を抽出し分析を加

えた。 
	
 ②構法属性要求の抽出 
	
 手法事例を整理し、ファサードにおける属

性の操作を表１の様に整理した。これより抽

出した典型的な構法属性要求を表２に示す。 
 
▼表１	
 ファサードの属性操作	
 	
 ▼表２	
 分析対象とした構法属性要求	
 

 
③典型的手法の分析 
	
 前項で抽出した典型的構法属性要求につい

て、構成要素と制御原理から手法を体系的に

整理した。一例として表３「平滑な面にする」

手法の体系的整理の実例を示す。同様の整理

をすべての構法属性要求に対して施し、全体

像を網羅的に把握した。 
 
▼表３	
 ファサードに求められる機能要求（一部） 

 
④研究結果の概要 
	
 表４に示すとおり、構法属性要求に対する

各手法同士を比較すると｢なくす｣･｢設ける｣･

｢目立たせる｣という共通の手法が見られた。

これはファサード全体を統一した属性のデザ

インにするため、邪魔となるものを｢なくす｣、

必要なものを｢設ける」操作が行われていると

考えられる。特に邪魔となるもの(部材)を｢な
くす｣操作では、その部材が担う機能をなくす

ことに結びつく場合が多いため、その部材を

なくさずに｢目立たなくする｣ことで機能とデ

ザインの両方を、ある程度満足する手法が多

く見られた。 
	
 構法属性要求に対する手法の操作対象にも

共通する構成要素が見られる。｢継ぎ目のない

大きな面｣において邪魔となるガラスの継ぎ

目は、｢透光透視面｣に対しては、より透明な

ファサードにするために邪魔となる不透明部

分でもある。つまり、継ぎ目は｢継ぎ目のない

大きな面｣と｢透光透視面｣に共通の邪魔な存

在である。これは構法属性要求の操作対象と

なる範囲が重複し、継ぎ目は不透明部分に含

まれているためである。 
	
 収集した実例では、ガラスを使用したファ

サードなど｢透明感｣や｢軽快さ｣を意図したと

思われるデザインが多く見られた。これらの

デザインを実現する上で、構成要素を｢なく

す｣･｢目立たなくする｣ディテールは重要な要

素であると考えられる。 
▼表４	
 構法属性要求に対する各手法の整理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）階段の構法属性要求 
①研究対象 
	
 ファサードと同様に「ディテール」等の専

門雑誌を中心に、設計者へのヒアリングを交

え階段の設計実例を 222例収集した。 
②構法属性要求の抽出 
	
 階段については、その物理的特性を勘案し

て、属性の操作を「薄くする」「透明にする」

などの捜査対象単体に対する操作と「揃える」

「分離する」などの捜査対象間の相対的な操

作に大別し、それらの操作から構法属性要求

を抽出した。分析の対象とした要求は表５の

通りである。「（面材を）薄く実現する」要求

について、要求の制御原理と手法の適用箇所

を 2 軸としたマトリクスにより整理した結果
を表６に示す。 
▼表５	
 分析対象とする構法属性 

 



③典型的手法の分析 
	
 階段においては、要求ごとに典型的な手法

が存在する傾向にある。「素材」そのものに関

してはガラスによる構成が多く見られる。た

だし、その適用に関しては視線の透過や滑り

への対策など構法的な工夫を多く要する。「要

素の省略」に関しては構造体を省略する手法

が多く、手すりや他の構成部材と構造体の機

能を複合化する手法により対応する例が多い。

その他の構法属性要求としてはものの「位置」

自体に対する要求が多く、つり構造による蹴

上部分の隠蔽や部材位置の操作により擬似的

にこれを実現する例などがあった（表 7）。 
④研究結果の概要 
	
 構法の｢属性の操作｣に対して、実例では、

直接的な属性の操作ではなく擬似的に操作す

る手法が、種々の要求に共通して見られた。

これは部位の機能要求に対する性能を失わず

に｢属性の操作｣を実現する手法であり、階段

に限らず建築全般における汎用的な手法であ

ると考えられる。 
	
 不都合現象に対する解決手法のうち安全性

については、手摺の有無や踏面表面の質に対

する具体的な法規制があるため、何らかの対

応が行われていた。しかし、｢視線透過｣･｢足

音の発生｣などの不都合の対策は、収集した実

例にはあまり見られなかった（表 8）。このよ
うに不都合の解決手法の有無からは、階段に

おける機能要求の優先度が推察される。また

雑誌等に取り上げられた実例に限るが、これ

らの実状からは、階段の設計において機能上

の不都合をある程度容認して構法属性要求を

優先する傾向が見られる。 
	
 ｢属性の操作｣の観点から、客観的に階段の

意匠の傾向を読み取ることができた。具体的

には、ガラスの使用による｢透明化｣、要素の

省略による｢構成の単純化｣、位置の分離によ

る｢要素の独立性の強調｣などが挙げられる。 
 
（３)手摺の構法属性要求 
①研究対象 
	
 ファサードと同様に「ディテール」等の専

門雑誌を中心に、設計者へのヒアリングを交

え手摺の設計実例を 321例収集した。 
②構法属性要求の抽出	
 

	
 手摺については、その物理的特性を勘案

 

 

▼表６	
 構法属性要求の手法例 
 

▼表８	
 不都合に対する手法の傾向 
 

▼表７	
 『（面材を）薄く実現する』要求の実現手法 
 



して、手摺に生ずる機能上の要求を抽出した。

すなわち、｢通風｣･｢墜落防止｣など、風･光･人間

などに関する物理的な現象に対する要求を17

項目抽出した(表 9)。	
 

	
 ｢手摺全体の材質を統一する｣(材質)など、手
摺に見られる｢属性の操作｣を｢属性｣と｢構成

要素｣の二軸のマトリクスによって整理した。

これをもとに、手摺類の構法属性要求を抽出

した(表 10)。	
 

｢移動の補助｣の要求に対する制御原理につ

いては、｢手摺から反力を得る｣･｢擦って移動

できるようにする｣などに場合分けすること

によって構法属性要求を抽出した（表11）。｢制

御原理｣と｢構成要素｣を二軸とするマトリク

スによって、収集した手法を整理し、実例で	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

は見られなかったが理論的に考えられる手法

も同様に整理した(表 12)。	
 

 

 

 

 
	
 

 

▼表９	
 機能的要求の抽出 
 

▼表 12	
 ｢移動の補助｣の要求に対する手法の体系化(一部)	
 

 
 

▼表 10	
 構法属性要求の抽出 

 

▼表 11	
 	
 ｢移動の補助｣に対する制御原理の抽出 

 



③典型的手法の分析 
	
 手摺においては、要求ごとに典型的な手法

が存在する傾向にある。 
	
 設計手法の傾向としては｢材質･色等を統一

する｣･｢一体にする｣などの要求に対して、手

摺の構成要素を目立たなくする手法が多く見

られた。また、｢曲線にする｣「手摺の構成要

素と他部位の構成要素を一つの部材で兼用す

る」手法が見られた。 
	
 安全性からみた場合には、法規類の推奨寸

法等を基準に実例を分析した結果、｢隙間か

らの落下｣･｢乗り越え落下｣･｢足掛かりによ

る乗り越え｣･｢衣類等の引っ掛かり｣等の危

険性のある実例が見られた。 
改修事例では、同じ墜落防止の改修事例で

も、プラン等の既存手摺の設置条件によって、

複数の機能上の要求を満たすための手法は異

なり、結果として寸法やプランに違いが見ら

れた。 
④研究結果の概要 
手摺類における各種要求を把握し、それらを

実現するための手法の全体像を、構法の観点

から体系的に明らかにした。また、雑誌や建

築家の作品集の文献に掲載された実例および

改修事例に関しての実例の傾向を把握した。 
 
（５）研究のまとめ 
	
 本研究では意匠設計を「構法の属性を操作

する行為」と定義した。造形原理を客観的に

把握することを目的とし、収集した階段設計

の手法を、「構法レベルごとの構成要素」とそ

の「属性の操作」によって分類・整理した。

ここから構法上の問題点が多い「属性の操作」

に対する要求を抽出し、これらを「構法属性

要求」と位置づけた。また、機能的側面の要

求を網羅的に収集し、「構法属性要求」との適

合性について分析している。 
	
 「ファサード」と「階段」および「手すり」

の構法属性要求の分析を行い、各種要求を把

握し、それらを実現するための手法の全体像

を、構法の観点から体系的に明らかにした。

新たに提示した概念である「構法属性要求」

の基本的な枠組みを確立し、今後の設計なら

びに建築構法の評価・検討に資する思考フロ

ーのあり方を示すことができた。 
	
 また、本論文で収集した雑誌や建築家の作

品集の文献に掲載された実例および改修事例

の手法は資料カードとして系統的に蓄積する

ことができた。 
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